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歯根端炎病巣から分離された Fusobacterium vincentii TDC100 株の全ゲノム配列 

【論文概要】 Fusobacterium nucleatumはbridging bacteriaと呼ばれ、様々な細菌と共凝集する

口腔内細菌である。デンタルプラークはInitial colonizerと呼ばれる歯面表面に定着する細菌と

early colonizerと呼ばれる細菌が共凝集し、そこにF. nucleatumが加わることで、グラム陰性嫌

気性細菌がF. nucleatumとの共凝集によりプラーク内に含まれるようになり、歯周病原性デンタ

ルプラークは成熟する。歯周病原因細菌がプラーク内で増加すると、デンタルプラーク内細菌叢

のディスバイオーシスが起き、強い歯周病原性を示す細菌叢となることからもF. nucleatumは歯

周病発症に強く関与している。これまでF. nucleatumは5つのサブスピーシーズ、Fusobacterium 

nucleatum subsp. nucleatum, polymorphum, vincentii, fusiform, animalisに分けられていた。

2017年、本菌のクラス分け再編集によりそれぞれのサブスペーシーズをF. nucleatum, F. 

vincentii, F. polymorphum, F, animalisと分類されるようになった。これらはサブスペーシーズに

分けられていた菌種は、細胞への付着能および侵入能、自己凝集能、共凝集能やバイオフィルム

形成能は異なるものの、これまではサブスペーシーズすべてをまとめてF. nucleatumとされてき

た。そこでこれまで私たちの研究室で細胞侵入能などの詳細な報告を行ってきたF. nucleatum 

TDC100株について、全ゲノム解析を行い菌種の決定および全遺伝子のアノテーションとその数

の決定、GC含量について報告した。全ゲノム解析は、ロングリードおよびショートリード解析によ

り、2,075,724 bpの環状配列が全長で会った。またプラスミドは保有しておらず、遺伝子数は

1988、タンパクコード領域は1892、GC含量は27％であった。また16SrRNA配列の系統解析より

本菌はF. vincentiiであることが明らかとなった。 

【コメント】 F. nucleatumは2012年に大腸がんの進行に関与していることが発表され、現在乳が

ん、食道がんの進行にも関与していると示唆されている。F. nucleatumはsubspp.が5つあった

が、そのすべてをF. nucleatumと表記され、がん進行に関与するFusobacterium菌種は特定され

ていない。今後Fusobacteriumが4つの菌種に分類されたことから、今後はそれぞれのがん進行

に特異的なFusobacterium菌種が明らかにされることで、より焦点が絞られ、がん進行の原因因

子の探求が可能になると考えられる。 
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